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.か

らI

〇

反

平

均

六

、

七
..反)

.を

_£
1
回

：わ
0
.て
.い
る

の.で
.あ
る

ド

こ

；こ
.
に

お

い
 

て
、(
主
^
単̂
作
と
特
有
農
産
物
生
産
お
よ
び
こ：

れ
に
と
も
な
う
農
村
工
業
の
収 

.益
性
の
差
を
見
出

.せ
る
よ
}
に
.思
わ
れ
る
。
と
れ
に
対
じ
て
、
戸
数
成
長
率
三 

〇
パ
ー
セ
ン
卜
朱
満
：の
中
間
部
平
坦
地
域
ば
、
一
.一
戸

当

り

平

均

耕

作

面

稹

は

..ほ 

ぽ
八

反

き

一

.一
一
反.の
間

に.あ
：
り、
' 当
時
.の
標
準
的
耕
作
面
積
を
示
す
と
思
わ 

.れ
る
。

ま
■た
'農
産
物
は
.主
穀
と
特
有
農
産
物(

ホ
綿

•
菜
種
♦
琴

が

併

存

し 

て
お
り
、

さ
ら
に
特
有
農
.産
物
に
'
_つ
<
エ
業
生
産
物
.(

木
綿
織
物

.
水
油
等) 

も
か
な
り
み

.ら
れ
る
。
平
坦
部
農
村
と
し
，て
、
幕
末
明
治
期
：に
お
.け
る
典
型
的 

な
状
態
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

、
.
' こ
こ
で
ば
、
利
椴
川
沿
い
の
地
帯
や 

所
沢
；
_川
越
地
区
-の
よ
う
な
、
と
く
.に
開
港
に
と
も
な
う
特
有
農
産
物
に
货
す 

3
需
要
は
み
.ら
れ
ず
，

(

こ
の
地
帯
の
養
蚕
業
の
発
達
は
微
弱
.で
あ
る)

、

'ま
た
、
.
a
 

T F
1
辺
部
の
：よ
う
'に
、

大
都
市

.の
：
影

響

も

比

較

的

希

雜

で

あ

る

ど

考

え

ら

.松 

る
-
:し
た
が
っ
て
、
.適
^
！な
耕
作
規
模
、
主

證

？

特
有
農
産
物
生
産
の
併 

存
と
織
物
業
、
搾
汕
業
を
中
心
と
す
る
農
村
工
業
の
成
立
が
、
こ
の
地
帯
の
'
一
 

〇

丄

—
-
0パ
ー
セ
シ
ト
、
.-
-年
率
に
し
て
〇

*
.
1丨
〇

.五」

。ハ
I
セ
ン
ト
の
成
長
率 

を
も
た
ら
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
'う
。
ま
た
、
こ
の
地
帯
の
地
理
め
条
^
お 

よ
び
経
済
的
条
件
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
数
値
が
武
蔵

&
の
，
正

常

な

成

長

^
-
と
 

み
な
す
ベ
き
で
あ
ろ
う
。
.
し
か
し
、
さ
き
に
述
べ
た
ょ
う
，に
、
今
迄
考
察
し
て 

き
た
文
政
一
〇
丨
明
治
九
年
は
少
众
く
と
も
政
治
晚
変
動
期
で
あ
り
、

一
部
の 

地
帯
.把
つ
い
て
ん
れ
ば
経
済
的
諸
条
件
も
大
き
く

‘変
化
し
た
時
代
で
あ
っ
こ
。

こ
の
よ
.う
な
条
件
の
.変
化
し
た
時
点
を
含
む
期
間
に
お
け
る
、
両
端
の
.み
を

我
 

り
上
げ
た
一
一
点
間
の
成
長
率
を
考
察
し
て
も
、
そ
：れ
は
い
わ
ば
結
果
.と
し
€
の 

そ
れ
で
：あ
り
、
.，
こ
の
よ
う
な.戸
数
成■畏
が
ど
の
.時

点

に
お
-
い

て開

始

し

た

^
太

一〇
〇(

三
ニ 
0)

し
る
.よ
し
も
な
い
し
、
ま
た
、
'こ
れ
を
何
ら
.か
の
成
長
要
因
に
対
す
る
因
果
関 

係
と
.関
速
づ
け
る
こ
と
も
さ
1>
あ
.た
り
不
可
能
で
あ
る
。

.(

1
'

)

.

こ
れ
と
関
連
.七V

前
節
第
：一
廣
.の
都
市
部
成
長
率
が
村
落
部
成
長
率
と
ほ 

ぽ
等
し
い
，こ
と
が
想
起
.さ
れ
よ
う
。
こ
，の
よ
う
な
地
方
都
市
は
明
治
初
年
の
衰 

.

.

.
退
姒
:̂

あ
.っ
た
こ
と
も
考
撤
に.

い
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
周
辺
地
区
の
人 

.

ロ
成
長
要
因
に
は
介
ら
な
か
.
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

/

,結 

' 
び

ぐ
 

以
上
の
こ
と
く
.、
第
二
節
に
お
.い
，
て
文
政
一
：
〇
年
よ
り
明
治
九
年
ま
で
の
、 

武
蔵
国
戸
数
成
ぼ
瘅
を
算
出
し
、
併
せ
て
同
期
間
に
お
け
る
武
蔵
国
人
ロ
成
長 

'に
関
ず
る
従
来
の
.通
説
.と
の
比
較
を
試
み
た
。
戸
数
年
成
長
率
〇•

四
〇
パ
ー 

セ
ン
ト
は
通
説
：の
人
口
成
長
率
を
上
回
わ
り
、
ま
た
明
治
五
年
か
ら
九
年
に
至 

る
人
口
成
長
率
推
計
結
果
と
も
ほ
ぼ
'一
致
し
、.
し
.た
が
っ
て
戸
数
成
長
率
の
一
a 

頼
度
は
か
な
り
高
い
，も
の
で
あ
り
、
そ
，の
結
果
、
文
政
一
一
年
の
寒
府
調
齑
人
丨 

.ロ
は
過
大
評
価
の
可
能
性
、が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
^
尤
、
 

さ
き
.に
.み
た
よ
う
に
い
く
つ
か
の
.仮
定
.に
基
^
い
て
お
り
、
J

の
研
究
を
ま 

た
ね
ば
な
ら
'な
い
で
あ
ろ
5
。
と
.く
.に
、

戸
数
成
長
と
人
口
成
長
と
を
.等
し
い 

と
み
な
し
た
：こ
と
,-
,
>
:
.
.

明
治
九
年
の
人
ロ
推
計
値
.'
.>お
よ
.び
こ
れ
か
ら
逆
算
し
て 

得
た
同
五
年
の
人
口
推
計
値
等
に
つ
い
て
は
、
将
来
修
正
の
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
.第
三

：節
.で
は
戸
数
成
長
の
地
域
差
を
観
察
し
た
が
、

こ
の
こ
と
か
ら 

成

長

率

の

格
差
と
経
済
的
諸
条
件
、
と

く
に
所
得
水
準
と
.の
間
に
，
一
定
の
関
係 

が
存
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
>
.郡
村
誌
，お
よ
び
志
料
が
記
す
る
と
こ
ろ
の
生 

産
物
書
上
を
利
用
し
て
、
成
議
と
所
得
康
の
相
関
々
係
を
見
出
す
こ
と
へ
が 

#
来
の
.課
題
'に
な
る
，で
あ
ろ
う
。

,

.

，

(

一
九
六
五• 

r
.
一
•
こ
一
一

)

研 究 ノ ー  ト

'

同

時

方

程

式

体

系

に

ょ

る

生

産

函

数

の

推

定

.:

.

/

:

黒
.

.

由

畠

裕

.

ノ 

.

序

経
済
分
析
に
お
け
る
確
率
同
時
方
程
式
体
系
の
重
要
性
は
、
ホ
ー
べ
ル
モ 

⑴
、
⑵
に
ょ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。

.
•

需
給
函
数
に
.あ
っ
て
は
、
フ
リ
ッ
シ
ュg

の
古
典
的
命
題Spitfalls in the 

Statistical Construction of D
e
m
a
n
d

 a
nd Supply curvess 

と
結
び
つ 

い
て
、
.観
測
資
料
に
あ
て
は
め
る
需
要
1«
1
線
、
供
給
曲
線
が
真
の
意
味
で
の
需 

耍
供
給
||
|
!線
を
示
し
て
い
る
が
否
か
を
判
定
す
る
、
謂
ゆ
る
、
.識
'別
の
間
題 

(identmcation p
r
o
blem)

が
議
論
さ
れ
る
ょ
ぅ

に
な
っ
た
。

こ
の
種
の
議
論
は
需
要
供
給
分
析
の
み
な
ら
ず
、
生
産
関
係
に
お
い
て
も
畏 

開
さ
れ
、
ダ
グ
ラ
ス
⑷
の
先
駆
的
研
究
に
は
じ
ま
り
、
プ
.ロ
ン
フ
エ
ン
ブ
レ
ン

ナ~

C5
D
等
の
研
究
を
通
じ
てsinter&rm production functions

の
識
別
問 

題
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
.'
-
.

企
業
雄
位
の
段
階
で
坐
産
関
係
ー
産
出
と
投
入
の
メ
ヵ
一
一
ズ
ム
を
確
率
モ
デ 

ル
を
も
っ
て
構
成
し
、.そ
，の
モ
デ
ル
.
に
利
潤
極
大
行
動
ま
た
は
費
用
極
小
行
動 

を
掃
入
し
て
同
時
推
定
モ
デ
ル
と
し
て
扱
い
、
' そ
の
パ
ラ
メ 

I
タ
I
の
識
別
問

同
時
方
程
式
体
系
に
よ
る
生
産
函
数
の
推
定

題
と
、
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
..丨
の
推
定
量
の
統
計
的
特
性
：を
議
論
す
る
。

.
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
第一

章
に
お
い
て
生
産
函
数
の
確
率
モ
デ
ル
を
定 

式
化
し
、そ
の
際
に
生
ず
石
問
題
を
明
ら
か
に
し
、.第

-:
章

で

マ

ル

シ
ヤ
ツ
ク
H 

ア
ン
ド
リ
ゥ
ス
如
の
推
定
に
関
す
る
.讓
論
を
整
理
し
、
.S

一一 
章
に
お
い
て
は
、
 

ク
ラ
ィ
ンg

の
議
論
、
第
四
章
.に
お
い
て
共
分
散
分
析
に

ょ

る

方
法
を
検
討 

し
、
第
五
章
で
は
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
若
干
の
む
す
び
を
の
べ
、
研
究
ノ
ー 

卜
と
し
た
い
。
な
お
こ
の
議
論
の
展
開
は
、
最
近
出
版
さ
れ
た
、
ナ
I
ラ
ブ
の 

文
献
C8
1
に
多
く
依
存
し
て
い
る
が
、
上
記
の
整
理
に
加
え
て
彼
の
議
論
を
ノ
ー 

ト
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
書
の
紹
介
も
.行
い
え
る
も
の
と
考
え
る
。

.は
じ
め
に
以
下
の
鼠
論
で
使
用
す
る
生
産
函
数
の
定
式
化
を
行
な
ぅ
。

生
産 

函
数
の
把
握
の
仕
方
自
体
が
.学
説
史
的
に
み
て
き
わ
め
て
重
要
な
琪
項
で
あ
る 

が

、
今

し

ば

ら

く

は

、伝

統

的

な

形

式

と

レ

..
<
:
コ
ブ
M
ダ
グ
ラ
ス
型
の
生
産
函 

数
を
考
え
ょ
ぅ
。

.■

本
来
産
出
‘
投
入
の
関
係
を
物
量
表
示
で
と
ら
え
.る
か
.、
金
額
表
示
で
と
ら

ー.〇
.ー

(

三
ニ
ー)



え
る
か
に
ょ
つ
て
理
論
的
に
は
大
き
な
遠
い
.が
あ
ろ
ぅ
が
そ
の
点
を
考
慮
し
て 

以
下
の
如
き.モ
.デ
ル
，を
組
む
。

あ

る

年

人

：

.

.あ
石

企

寒/
に
対
^
て
：
：
.

:

暴

最

'
っ 

P
一 

ブ'

な
る
生.産
函

数

が

定
式
化
で
き
る
と
す
る
。
，
す

.な
わ
ち.コ
ブ=

ダ

グ

ラ

ス

型

こ

.一 

他

な

ら

な

い■
 
■
 °

«
0
.
.
.
.
.

産

出

置

、
：：
H
i

…

生

産

要

素

ぞ

：財
の
.投
入

量'

(i=:l.2)

で
.
 

あ

る

。

〜

は
年
度、
,
は
企
業
を
示
す;0
'

.

,

.各
財
の.市
場
条
件
が
以
下
の
如
く

.で
あ
る.と
_す
る
。::
'す
.な
.わ
..ち
.

“
ミ=

ぎ

^

,

“

^

=

$

デ

 

H

 次

暴

：
,

：

 

(1.2)

r
一
式
は
生
産
物
の
需
耍
函
数

;'
:
第
二

、

三
式
は
夫
.々
生
産
要
素“
.

«̂-
;2
の

供

給
面
数
で
あ
る
。
：
：
.
'
.
.
.
,
'
' 

.

こ

の

と

きf'
s
=
;
p
l
s
^
V
H
P

努

ラ(
f

h
to)

で
総
収
入
お
よ
び
锻 

支

出

を

表

わ

せ

ば

(1.2)
か

ら
/\

I

n

i
 

t

,
尸
 

2 

, 

(1 

3)

.

た

だ

し
^
“(

l
/
^
l
v
^
H
l 

+ 

l
/
^

-

こ
こ
で
、

利
潤

.̂
"̂̂
iflyuf—

êztf 

の
極
大
化
の.必
要
十
分
条
件
は
.、

S

に
関
す
る
一
階
の
条
件
か
ら

.

ニ
階
の
条
件
と
し
て

.

.

. 

.

.

TO
§
{
F
a
l
!
3
i
y
^
L
A
Q 

A
=
l
,
2 

ftf

F
4)

へ
'
.
’
：
.
：
'
,
. 

.

. 

i
o
f
i 

(

三
ニ
ニ.

)

f
 
J
S
F

さ

ら

に,'/? 。：>
0
_

と

ホ

れ

ぱ
 

2' 

.迕

と
な
る
。

般

に 

B
‘ 

0:2,

ZO
ご

ti
,2

〉

0 
.
.
だ

か

ら

+ 
ŜTA

t-
*

•.

(1.6)

1°
h
I

分

こ
の
モ
テ
ル
.は
統
射
的
な
確
率
模
型
で
は
な
い
。
我
々
は
こ
れ
を
、
確
率
模 

型
と
し
て
、
定
式
化
し
な
お
き
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
1
.
2
)

式
を
対
数
線
型
に
し
、
物
量
表
示
で
表
わ
す
と

•

^
t
f
x
o
t
f
l01tfxuf 

(.1 

7)

:/wi:/XDi/ 

.丨
/

W
X

 

ミ

=
B

ミ 

と
な
る
。
.確
率

項

、
：
す

な

わ

ち

擾

乱

項

は

種

々

の

形

で

揷

入

し
ぅ
る
。

こ
こ
で 

は
:'
先
の
講
論
を
考
慮
し
て
、
最
も
—-
般
的
.な
確
率
靈
を
記
し
て
お
く
。
 

(
1
.
1
)

式
に
か
わ
っ
て
、

：

f

=

a

4

、
^

t

l
 

0 

g)

(1.3 )

式
に
か
わ
つ
て 

'

s
 

“
H

i

 

ハi=
0
,
1
,
2)

(1.9)

P

5)

と
ず
る
。
良f

 l
v
.
2
)

は
、

生
翁
素
の
弾
力
性
に
含
ま
れ
る
I

要
因
で 

ぁ
る
。I

は
、
製
品
お
ょ
び
生
虜
素
の

需
給方
程
式
の
パ

ラ
メ 
I
タ
丨
に 

含
ま
れ
る
潰
乱

項.、.
又
、
！ 
&

は
夫
め々
方
程
式
に
含
ま
れ
る
俊
乱

項
で 

あ

る

.

(1.S) ，
.
(
1
.
9
)

に
し
た
が
ぅ
と
き
、
混
極
大
の
条
件
式
は
、

一
階

の
条
件(

1
.
4

)
に
'か
わ
.っ
て

x
otf=axt̂

ii
為mtf

' 

(

1
.
S

)

:

(

I

.

,

ニ
階
の
条
件(

1
,
5
)

に
か
わ
っ
て
，

zoQail̂
tf

饵af {

-co
Q
V
Q
t
f
a
i
d
l

vo
iKit/}l̂
^

A
O

.. 

I

a

_

fsoal

zxloaQ 
ミ euf

fftf {

zooastfsltfljslvu/} 

X 

.(1

. ̂1)

f

h

縁

^
ゼ

と
改
め
ら
れ
る
。
対
数
を
用
い
て
表
示
.す
れ
ば
、
利
潤
極
大
模
型
は
、

•
.

身

J
r
x
s
/
I

t5)
n

x
2i.r 

. 

=
B
I
+
f

 /

 

(1.12) 

v>
0
 
ぎ fxotfl

rx> 2p 2t/K 2tf 

=
w2 
十
费
ミ

•
 

I=
log 

I
, 

f=log—

と

な

る

。
資

料

は

一

般

に

.'
:

時

系

列デ
ー
タ

、
横
断
而
デ
ー
タ
、
横
断
而
デ
ー 

タ
を
時
系
列
.で
プー

ル
し
た
も
の
.の
三
種
が
考
_え
ら
れ
石
。
.
.
夫
々
の
場

合

に

適 

応
し
て
こ
の
モ
デ
ル
は
変
え
ら
れ
、
又
市
場
条
件
の
.仮
定

に

従

：
っ
て
、
.搜
乩
項 

の
幾
つ
か
：は
消
去
一
で
き
る

。
'

,':
'
:

矛
潤
掘
大
の
モ
テ
ル
で
は
x
s、-
x
§
W
M.S
が
、
内
生
変
数
で
あ
っ
て
、
 

.丈
々
.に
つ
1-
'
て
の
誘
導
型
を
も
と
め
..る
'.こ
と
が
で
き
る
.。
そ
の
，̂f
f:
。
X
S
/ 

x
§
, X

ミ
が
攪
乱
項
％
ミ

^
=
0
,

1
,
2
)

の
同
時
確
率
分
布
に
依
存
し
" 

従
'
?て
..(.1,12)

,,
式
_の
.第
.
.
.
.

|

方
程
式
の
.。ハ
.ラ
'メ
ー
タ
ー
の
最
小

s

乗
推
定
値

.
同
時
方
程
式
体
系
に
よ
る
生
產
函
数
め
推
定

.

.

.

は

独

立

変

数

と

潰

乱

項

と

.に
相
関
が
..あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
不
偏
推
定
値 

で
も
、一

.致
推
定
値
で
も
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
何
ら
か
の
同
時
推
{疋 

の
手
続
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
、(

L
1
2
)

の
体
系
に
あ
っ
て
は
、

各
財
の
価
格
水
申
®
対
価
格
水
S
 

は
内
生
凌
数
で
あ
つ
：て
、
x

§ X
I
?

 X

ミ
の
誘
導
型
.。ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
か
ら
、
 

構
造
。ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
s
, 

s
, 

k, 

F 

F

?.
B
1
,
W
を
識
別
す
る
こ
と
は
で 

き
な
い
。
'す
^
わ
ち
、
体
系
は
<'underidenti

thable 

(

識
別
が
不
能)
な
も
の 

.と
な
.つ
て
V
る
な
ん
.ら
力
の
外
的
^
約
条
件
を
追
加
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
 

パ
ラ
；メ
ー
ター

を
確
定
で
き
な
い
0.

第
二
章
以
下
の
.議
論
で
は
、
生
産
函
数
の
推
定
に
際
し
て
生
ず
る
、
推
定
最 

の
特
性
に
関
す
る
問
題
点
と
識
別
可
能
性(identisability ).

の
問
題
を
截
 々

の7C:.

場
条
件
の
•も
-と
で
考
察
し
て
..み
る
。
.

"

;
;:
ニ

.
'

::
.

前
章
で
生
産
関
係
が
企
業
の
行
動
と
し
て
の
利
㈣
砠
大
の
条
件
式
と
同
時
的 

に
«-
定
.さ
れ
ね
.ば
な
ら
ぬa JV.

と
ペ
そ
の
際
''( 1... .12) ,

で

示

.さ

れ

る

体

系

は
、

識 

別

不

能

：で
，，
あ

る

た

め

.に

.、

.

.
新
し
ぐ
制
約
条
件
が
追
加
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
明 

し
た
。
.

.'

.
:

.

,

 

.

.

:

マ
ル
シ
ャ
ッ
.ク=

ア
ン
ド
：リ
ゥ
ス
.的
は
、
企
業
単
位
の
ク
P
ス
，
セ
ク
シ
ョ 

ン
•
.

一
ア
ー
タ
か
ら
.こ
の
推
定
法
.を
考
察
す
る
。
各
企
業
.に
と
つ

て
、生
産
要
素
に 

対
す
る
生
産
弾
力
性
を
示
す
。

C

ラ
メ -
-

タ
ー
、

お
よ
び
生
産
駆
素
の
市
場
の
価 

格

弾

力

性

を

示

す

。ハ
：

.ラ
：
メ
ー
タ
ー
は
共
通
の
値
を

と
.る
も
の
と
.仮
定
さ
れ
る
。

各
企
業
間
.^
差
は
:'
.

f-
;
s
, 0
^
の
み
に
依
存
す
る
も
の
.と
考
.え
ら
れ
る

1
.
0三Q1.U 
三)



AJ
す
る
。
そ
の
と
き
、
モ
デ
，ル
は
、
.
.

v
o、
l
,̂
x
l、.
l
s
x
2
、
=

 
A
+-
f
.
 

-

p
x
o
f
—

^
x
l
f

 

=
=
B
1
+

铨1 、

 

(2.1) 

0
oxof—

zo^x
2f 

=
B2+
82S

:

. 

'

>
•
>

f
 
茗

^

 ̂
l
=
1
0
g
l

 

1

=
丨
m

と
な
る
。
こ
こ
で
I

ば
、
企
槳
間
め
技
術
的
較
差
を
示
す
も
の
と
し
て
、
 

technical

I

I

.

:と
呼
び
、H

は
、
企
業
間
の
企
業
家
能
力
：
 

广

ability)

の
差
を
示
す
も
の
と
さ
れ
、economic efSciency

と
手
ん
で
、
両 

者
を
区
.別
す
る
。

議
論
.は
四
段
階
の
制
約
附
加
に
分
か
れ
る
。

先
ず

.第一

制

約

条

件

は

、

利
潤
極
大
条
件
の
一
一
階
条
件
に
ょ
っ
て

与
え
ら

れ
る
。
ノ

前
述
の(1.6)

式
で
示
し
た
如
く
、

，

叫

ホ
^

A
1で
ぁ
る
。

1

般

に

.
 

.

o
A
ÎI
A
l
, zsil̂
l

ci
.
=
l
,

2 

(
2

V3 

を
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、a priori

に
、
F Isi f

l
,

 2 )

を
求
め 

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
P
5)

式
は

s

g
<T
>
H
の

B

I

S平
面
に 

お
け
る
直
線
と
両
軸
に
か
こ
ま
れ
た
内
部
を
示
す
か

ら

p
 
B
の
と
る
べ
き 

値
に
関
し
て1

つ
の
範
囲
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

.
*

第
二
の
制
約
は
先
に
定
義
し
た
？
匡

£ e
B
d
e
n
c
y

に
つ
、
て
の
も

一■〇
四

(

三
ニ
四)

の
で
あ
る
。

/
企
業
のtechnical 

l
i
e
n
c
y
^

/7
企
業
のt

f
i
c
a
l

 

efaciency

の
を
倍
で
あ
つ
た
ど
す
る
と
， 

uofluof、

Hlogsk 

.
と
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

technical e
a
c
i
e
n
c
y

が
対
数
正
規
分
布
を
し
て
い

る
と
仮
定
す
れ
ば
、

の
分
散
さ
。
を
資
料
か
ら
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
/
企

業

た
と 

朴
個
の
企
業
の
ぅ
ち
：
球
2.
6
1
1<^
の
程
度
に
お
い
て
、
上

^
か
ら

1
.
5次
の
水 

準
に
位
置
す
る
も
の
.と
し
、
./,
企
業
は
そ
の
程
度
に
於
て
、
下
&
か
ら
卜

01
次 

の
水
準
に
位
瀘
ず
る
も
の
と
す
れ
ぱ
、
I

は 

.
l
o
g
l

脒4.34-s/̂
r 

と
対
数
正
規
分
布
表
か
ら
近
似
で
き
る
。

■ 

f
 
A
の
と
き
に
は
、公

。=
=
0
.
0
1
9
2

と
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
資
料
か
ら
、

,
1

般
に‘

0
^
1

の
上
限
と
下
限
が
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

。
八 
cll
A
c
r
s
lt
A
c、 

：

、。3
)

' 

. 

が
確
定
さ
れ
る

。
. 

•

こ
こ
で
q。
。
は
、

母

集

団

に

お

け

る

残

差

差

の
分
散
で
あ
つ
て
、
標
本

分 

散
で
は
な
L

し
か
し
な
が
ら
、
標
本
が
此
較
的
大
き
い
も
の
な
ら
ば
、
パ
ラ 

メ
ー
タ
ー
さ
、.
B
が
与
え
ら
れ
た
と
き
の
標
本
分
散
CO
S
は
、
母
集
団
の
差

 

の
分
散0-0 。

の一

致
推
定
値
と
.み
な
し
ぅ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
?

を

5
0。
で
お
き 

か
え
て
も
よ
い
。X

i

とX
y

の
モ
丨
メ
ン
ト
を
ぞ
と
，す
れ
ば
、

.

5 。0=
M
o
o

+
^
M
U 

J
I
M
2
2

1
2
3
M
C
1
ぎ

M
s+2

I
2
M
1
2

(2.4)

を
容
易
に
導
び
.く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ぎ
に
つ
い
て
、(2.3)

の
制
約
条
件
を
挿
入
す
れ
ば
、(2.4)

は
5
|§ 

平
面
に
お
け
る
隋
円
の
方
程
式
で
あ
る
か
ら
第
二
の
制
約
に
ょ
っ
て
、

1

で
の
と
り
ぅ
る
範
囲
は
さ
ら
に
縮
小
さ
れ
る
。

第
三
の
®
約
は
、technical eaciency 

と economic eBciency 
と
の
陌 

関
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。(2.5)

式
の
第
一
一
、
第
三
方
程
式
に
つ
い
て
考 

え
る
。
市
場
が
完
全
競
争
市
場
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
方
程
式
は
、

ぎif 
n l
ooq
-
;!
?
-
- 

+ 

log

B-
1s
>
.
.
"
t—
>
»K>

と
な
る
。
葛

，yif

に
つ
い
て
、

?

wif"

免
o

ci
.
=
l
,

2

(2.5)

( 2, 6)

を

定
義
す
れ
ば
、

こ
れ
は
、

生
産
要
素
の
.総

生

産

物

に

し
め
る
割
合
を
示
し
て 

t
る
。
し
た
が
っ
て
、
B
が
す
べ
て
の
企
業
に
つ
い
て
共
通
だ
と
す
^
文
、

艺

、

=

lK-
o
g
.
g
l
v
+
c
o
n
s
t
. 

T
l
,
2

(2.7)

と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
.£

と

£

の
共
分
散
は
.
.

cl
d
i
=
w

(

?5
。
/デy) =

 

IE (

f
slog 
豸

/)

と
定
義
さ
れ
る
。
H
S
0
S
H
0
を
仮
定
す
れ
ば
、
.f
s
.と
斧
/

す
な
わ
ち
、
 

technical 

efa

s.e
n
c
y

 

と 

e
c
onomicoJsciency 

と

の

相

関

係

数

^
、

ICTOi

で
や,

II
く

|

0
/
2

(

2
.00)

と
な
る

し
か
.る
に

3
i
=
E
^
=
E
〔一

log f
s
+
c
o
n
s
t
.
l
E
T
l
o
g
w
i
/
+
c
o
n
s
t
.
)
F

同
時
方
程
式
体
系
に
よ
る

.生
産
函
数
の
推
定
.

=
w〔 

I log

.
 
w
t
s
+
w

(

l
o
g
. 

WI7) J
.

=
V
A
R
l
l
o
g

■豸
、〕

そ
れ
ゆ
え
"(

2
.00)

は

poi." 
I 
f
f lOg 
多
s

(

0
0) 

と
な
り
、
^
。/
と
ぞ/

の
相
関
係
数
は
、technical e

BJciency
と
生
産
要
素 

の
総
産
出
価
値
額
に
し
め
る
割
合
の
対
数
値
と
の
相
関
係
数
の
符
号
を
逆
転
し 

た
も
の
と
な
る
。

.第
一
生
産
要
素
を
労
動
、
他
を
資
本
と
考
え
る
な
ら
ば
、

一
般
に 

I 
孑

0

/log 
羟l/=pcl v

o

I
p
f
/

log 
ぢ

2

/
=
*«
>。2<

°

(2
’

I
s 

を
仮
定
し
ぅ
る
。
0
2、
P
2の
大
き
さ
に
関
し
てa 

な
仮
定
が
可
能
な 

ら
ば
、

p
o
l
ll
v
c
o
l

〉

o

f
>
0
2
II
A
c
o
2

〈

o
.
.

 

(2 

ノ
 

(

た
だ
し
、c
s、
P
2は
あ
る
定
数
。

)

が
え
ら
れ
る
。

.
標
本
が
大
き
け
れ
ば
、
母
集
団
相
関
係
数
？

の
一
致
推
定
値
と
し
て
、

標 

本
相
関
係
数
r
s.を
代
入
す
.る
こ
と
.が
で
き
る
。
？

は
、
標
本
に
於
け
る
分
散 

•
共
分
散
が
下
の
よ
.ぅ
に
求
め
ら
れ
る
か
ら
、
0
2
、

C

Sがa

 p
r
i
o
r
i

に
あ
る 

定
数
を
与
え
る
.と
す
れ
ば
、
B
l
a
2 

:

平
商
に
於
て
、
パ
ラ
メ
ー
タ
丨
$
、

§ 

に
関
し
て
制
約
を
加
え
る
こ
と
に
な
る(

a
g
^
y
g 

2

参
照)

。
 

s
s

=
/
?
O
M
S

 

I 

Z
J
J
y
u
—

公&
M
0
1

十

■
sfi=^MtJO+^Miilg

s>OMOi 

.
 i=.l,2,

〕

〇
五

(

三」

一
五)



r
e
:は
'
努
、A

 ,

か
与
え
ら
れ
'れ
ば
、
十
般
に
円
錐
の
切
断
面
方
程
式
を
示 

し
、
r
s
H
oの
と
き
、
直
線
、
.？

:が
増
加
す
る
に
し
た
が
い
、
放
物
線
、
.隋 

円
、
と
な
り
、
#
=
1
0
1
.
!
1

の
.と
き
、1

点
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
第
四
の 

制
約
と
し
て
、
完
全
競
#
を
仮
宠
す
れ
ば
、
さ
ら
に
制
約
を
加
え
る
こ
と
'が
可 

能
と
な
る
。

.

産
出
ぎ
の
総
|1
1
1
*
値

額

に

対

す

る

利

、潤

の

割

合

を

ミ

と

定

義

す

れ

ば

1
一
殺
に 

technical

1

^

1

と

I

と
は
正
相
関
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

log

多
•
'
を
母
集
®
平
均
W
I
Sに
つ
い
て
展
開
す
る
と
、

1
0
g
l
/
=
I
0
g
(
E
w
i
/
+
(
w
i
/
—
E
I
S
)〕 

(

°
1
3

)

"
l
o
g

 E

身

 
+ 

1
1

ヘ̂
：::E

l
y

 
ベ

-
E
l 

2
\

 

E

l
 

J

+

と
な
り
、
ニ
次
以
降
の 

項
を
無
視
す
れ
ば
■
 

E
f
/
=
o

を
伎
定
し

?

f

響

 

.《
=
1
,
2 

の
近
似
を
ぅ
る
。
.し
か 

る
に 

Wl/ +

 W72 /

十 

W
S 

=
1

だ
か
ら

.

'O"2wwl/+£ro2ww2/ 

P
1
4
)

E

n

v
°
はj

般

的

に

い

え

る

こ

と

で

あ

る

‘
か
ら

.

.

.

CT2E^l/+qsEW2./-v0. 

(2 

H
5
.

)

qol,cro2,

き
、，.
§
/
/に

夫
々
.-
>
標

本

値

を

与

え

.
る
と

co
0
1
e
?
/
-:
+
s
0
2
e

î
2
/

〉

0
. 

. 

(
2

S)

と
な
り
、.

平
面
に
.於
け
る
制
約
が
附
加
さ
れ
る
。
以
上
が
マ
ル
シ
ャ
ッ 

ク
丨
ア
ン
：ト
リ
ゥ
ス
の
要
約
で
あ
.る
が
、
.前
述
の
ナ
ー
ラ
ブ
は
、
図
を
州
い
て 

こ
れ
を
第
1
図
の
よ
う
に
表
示
す
る
，
図
の
斜
線
部
分
が
ぎ
丨
沒
の
存
在
し
う 

る
範
囲
.で
あ
る
。(2.1)

式
の
’第j

方
程
式
の
単
一
最
小
梟
法
が
'パ
ィ
ア
ス
' 

を
生
ず
る
こ
と
似
、，
H

I

A

s

b
.よ

っ

て

数

学

的

に

証

明

さ

れ

て

い

る

。

こ 

の
場
合
図
か
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、
f
f
l
u
i
f
と
の
相
関
が
灌
で
は
な
い 

か
、ぎ
り
、
ユ
-

1

丨
ク
な
B
の
解
は
求
め
ら
れ
ず
、
制
約
の
附
加
に
も
か
か
わ
ら 

ず

現

実

に

は

.
。̂、
と
ぞ
/
め
.無
相
関
を
直
接
的
に
仮
定
す
る
こ
と
土
困
雜 

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
手
法
は
致
命
的
な
欠
点
を
有 

す
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
'こ
の
点
を
合
せ
て
、
こ
の
制
約
の
附
如
は
、
サ 

ン
フ
ル
の
選
択
に
と
も
な
う
恣
意
性
が
含
ま
れ
る
危
険
が
大
き
く

、
'太
践
性
こ 

も
欠
け
て
い」

る
。
：

'

• 

.

.
こ
の
手
法
を
よ
り
合
理
的
に
利
用
す
る
た
め
に
、
第
四
章
に
お
い
て
、
資
料 

管
理
の
目
的
.で
共
分
散
分
析
の
手
法
が
.導
入
さ
れ
る
。..こ
の
方
法
は
実
際

 ̂

に
は
、
'欠
点
が
多
く
、
掙
に
経
洚
分
析
を
行
な
う
場
合
に
し
ば
し
ば
i
ら 

れ
る
統
計
至
上
主
義
に
陥
り
や
す

い

危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ 

る
。

.

そ
の
手
法
に
つ
い
て
は
後
窜
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
マ
ル
シ
ャ
ッ
ク
"
ア
ン
ド 

リ
ウ
ス
の
手
法
の
直
接
的
応
用
例
と
し
て
、v

e
r
h
e
s
t
〔10 〕

の
ァ
プ
ロ
ー
チ

力
あ
る
.Verhulst

は
、'
フ
，
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ガ
ス
：産
業
の
横
断
而
資
料
に
■対 

し
て
、

::

マ
ル
シ
ャ
ッ
ク=

ァ
：
ン
汴
：
リ

ゥ

ス

.の
手
法
を
適
用
し
て
、
也
產
函
数
パ 

ラ
メ
ー
タ
ー
.の
推
定
、，
お
ょ
び
経
済
効
率
の
測
定
を
行
な
-?
て|

い
：.る
。

V 

ナ
ー
ラ
.フ
ひ
の
指
摘
し
た
と
お
り
、Verhulst

の
分
析
は
、
こ
の
適
州
方
法 

を
觀
っ
て
い
る
も
の
と
七
か
云
え
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
<1
玲
1
1
1
1
1

羿
は
、(

S) 

式
で
与
え
ら
れ
る
サ
ン
プ
ル
：か
ら
の
残

.差
の
分
散
s

§
を
出
来
る
だ
け
小
さ
く
、
 

そ
し
て
又
、
第
三
の
制
約
の
：_
r
l
°>
?

を
出
来
る
だ
け
大
き
く
す
る
ょ
ぅ
な 

al 、

泛
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
<{
自
ば
E
浮

の

f

が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い 

秸 

technical 

6
£
&2 .
6
1
1
0
7
が
高
<-
-
.
.
、

technical e£&ciency 
が
高
け
れ
ポ
高
い 

ほ
どeconomic efSciency

も
又
高
い
と
い
ぅ
、
ppriori

に
恣
意
的
に
置
か_e

た
仮
説
に
依
存
す
る
も
の
.で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
た
と
え
、
こ
0 ,
仮
説
を
容
認 

す
る
と
し
て
も
、
B
、
§
の
均
衡
解
を
求
め
ん
と
.ず
?>
)
:彼
の
意
図
は
パ
.
.ーフ：メ
ー〈 

タ
ー
の
バ
ィ
ァ
ス
を
拡
大
す
る
ば
が
り
で
、
.な
ん
ら
不
偏
的
推
定
量
を
え
る
こ 

と
に
は
な
ら
な
い
。ぐ
も
し
上
記
の
仮
説
が
弥
く
妥
当
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
f
、
 

デ
•
/に
，
ず

る

同

時

確

率

分

布

の

確

定

が

必

要

と

な

る

.の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
• 

し
か
し
な
が
ら
、
I
、
i

の
同
時
確
率
分
析
が
何
ら
か
の
形
で
与
え
ら
れ 

た
と
し
て
も
、
こ
.の
四
方
：程
式
に
ょ
.る
制
約
を
満
た
す
ょ
ぅ
な
形
で
、
最
尤
法 

を
適
片
す
る
こ
と
は
、
.'
.̂

錄
上
.の
.，制
約
が
大
(#
す
ぎ
る
と
.考
え
ら
.れ
る
。
■■
'

三

：

_ 

.
•
ノ

前
の
讓
論
に
お
い
て
、
マ
ル 
'ゾ
ャ
ツ
ク
H
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
の
体
系
はunder- 

identiable '(

識
別
不
能)

で
あ
っ
て
、
制
約
条
件
を
追
加
し
て
も
な
お
.か
つ
ユ
.
 

三
丨
ク
な
解
が
え
ら
れ
.な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
も
な
お
、
分
の
与
え
方
は

同
時
方
程
式
体
系
に
よ
る
生
産
面
数
の
推
定

全
く a

技

0
1
1众
も
の
で
：あ.っ.て
、
：
完

全

競

爭
,0
仮
定
が
な
い
場
合
に
は
、
そ 

の
^
の
推
定
自
体
に
、パ
イ
ァ
ス
を
虫
ず
る
こ
と
を
示
し
.た
。
分
は
こ
こ
で
云
う 

市
場
条
件
を
示
す
も
.の
.で
あ
っ
て
、
以
下
に
示
さ
れ
る
ク
ラ
イ
ン
の
手
安
に
お 

い
て
も
、
市
場
条
件
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
^
^
す
る
。

ク
ラ
イ
ンg

の
.分
析
は
、.ァ
メ
リ
力
の
鉄
道
ザ
ー
ビ
ス
と
い
う
公
共
的
統
制 

部
阅
の
生
産
函
数
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道
業
の
ょ
う
な
公
共
部
門
に
あ 

っ
て
は
、’
個
々
の
企
業
は
、
あ
：る
交
通
量(

貨
物
輸
送
：
人
間
輸
送)

を
所
与
の 

も
の
と
し
て
受
け
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
統
計
的
に
は
、
こ
れ
は 

サ
ー
ビ
ス
.の
産
出
量
.が
%.
'
.
は

や

生

産

函

数

に

含

ま

れ

る

攪

乱

項

と

独

立

で

あ

る 

こ
と
を
意
味
じ
；て
い
る
。

こ
め

.仮
定
.は
マ
ル
：シ

ブ

ッ

ク
II
ァX

ド
リ
ゥ
ス
が
ユ 

ニ
ー
ク
な
解
を
求
め
得
な
か
っ
た
こ
と
に
比
し
て
、
ク
ラ
イ
ン
の
手
法
が
決
定 

的
な
有
意
性
を
有
^

^
(|
!
縁
で
あ
，る
。
'

又
ク
ラ
イ
ン
の
モ
、テ
ル
で
は
、
.獎
素
市
場
に
於
け
る
耍
素
価
格
を
所
与
と
し 

て
お
り
.こ
れ
は
.パ
'
 
一
フ
メ 

K _

タ
ー
の
推
定
に
さ
い
し
て
、
完
全
競
争
市
場
を
仮 

定
し
た
こ
と
と
同
義
の
効
果
を
も
つ
と
と
に
な
る
。

た
だ
ク
ラ
イ
ン
.の
モ
デ
ル
.の
場
合
、

鉄
道
サ
ー
.ビ
ス
の
産
出
が
'

貨
物
輸
送 

と
人
間
輸
送
と
レ

ラ

.
.-
*
稱
の
プ
.ロ
ダ
ク
ト= ：

ミ
ッ
ク
ス(product-mi

1!
の
^

 ̂

を
と
っ
て
お
：り
、
.し
か
も
投
入
量
が
前
章
の
如
く
、

一
一
種
.の
み
で
は
な
く
、
そ 

れ
以
上
に
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

ク
ラ
イ
_
ン
流
の
推
定
法
を
先
ず
考
察
す
る
の
は
ナ
ー
ラ
ブ
の
分
析
に
し
た
が 

い
、

一
般
的
な
コ
ブ
,'
ダ
グ
ラ
ス
.型
の
生
産
函
数
に
ょ
っ
て
、
お
こ
な
う
の
が 

便
利
.で
あ
ー
る
。
-'
'
:

(
L
1
0
)

式
に
Iお
.い
て
、
利
潤
極
大
め
条
件
式
に
於
け
る
、1

=
1

と
仮
定

■
.1

〇
七
''
.(

三
ニ
七)



し
て
>
..
対
数
を
と
れ
；ば
''
'
'
:

.
,
:>s
c
s 

—

 

§l
/
xs.
l
t
2
x
2
.
f 

= 

A 

+ 

c
 

....

^
v
l
"
x
v

.+10g 
身
“ 

f
 

i”
l-2 

. (

s

,
 

と
f
り

.
も
ち
ろ
ん
：\
横
^
面
資
料
で
あ
る
か
ら
、.
.サ
ブ

ス

ク

リ

プ

ト

の

、
..す 

は
落
し
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ン
が
設
定
し
た
仮
定
に
し
た
が
え
ば
；

-

上
と 

節
軍
化
さ
れ
.、
又X

C
S

と
I

と
に
は
相
関
：が

な

い

と

考

え

ら

れ

て

、，
る
。

こ 

の
と
ぎ
、
ク
ラ
イ
ン
：の
推
定
法
は
'：
■:

1
0?>
=

^

1

0

g

l

^

.
,
F
.
、
=
r

 

poxof.
.

V

 

1

:

> 

>
' 

(3.2)

S
"
?
^
B
/
I
S
X
I
/
I
S
X
3
/
J
:
:

:

:

.の
ご
と
く
示
さ
れ
る
r(

3
.

2
)

ひ
第r

第
二
方
程
式
ば
^:
'
^

第
二 input

の
総
価
値
額
の
各
企
業
の
産
出
総
価
値
額
に

対
す
る
割
合
の
幾
何

没
、
S
を
第
三
方
程
式
に
.代
入
す
る
こ
と 

に
よ
っ
て
.、
定
数
項
が
も
と
め
ら
れ
る
。

ク
ラ
イ
ン
.の
手
法
を
.よ
り
一
般
的
に
考
え
^
f >

f

雅
 

T
1
2

1ぶ

_

场

1

2

 

g

と
な
る
こ
と
が
、
ナ
ー
ラ
プ
.に
よ
つ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
イ
ン
の(3.2 )

の
体
系
力
ら
も
と
め
ら
れ
る
ミ

.の
推
定
値
は
不
福
生
、
 

一
致
性
と
い
ぅ
点
に
お
い
て
問
題
を
も
っ
て
い
る
。

今

ぎ
/, 

U
1
ASJ
.
2
/が
、
平
均
零
、
分
散
共
分
散
有
限
値
の
あ
る
同
時
分
布

,

.
1
0八

(

三
二
八)

.

に
し
た
が
っ
て
V
る
も
の
と
す
る
:0(3.2)

の
.方
程
式
へ
，
.(3.1)

の
第
二
、
第 

三
.方
程
式
を
代
入
す
る
と 

，

^

.
 

(3.4)

:
と
.な
‘る
。
湖
待
値
を
考
え
る
と
'

\
/ 

-

“

I
o
f
=
l
o
g

ft
:

-

iSM
,

=

l

f
 

t
l
-
2 

(

3 
b

そ
れ
ゆ
え
ノl

o
g
B

は
、
不
偏
推
定
値
で
あ
る
。

し
か
もlog 

B
の
分
散
を
考
え
る
>

■

w
〔1
0
g
B
—
1
0
g
L
2
"
g
.
s
l
^
_

 

.
 

(

よ

) 

と
な
り
、
チ
ェ
ビ
シ
ェ
フ
の
不
等
式
に
ょ
っ
て

:
>
{
|
(

應

 
V

S

た
だ
し
0
-
T患

/

そ
れ
ゆ
え
4

が
有
限
と
す
れ
ばT

o
o

の
と
き
、
 

V
O
F
'
J

 

v

f

oと
な
る
。
し
た
が
0
て
、
s
?>
^

一
 
致
推
定
値
で 

し
か
し
な
が
ら
..

ミ 
H

I

 

.
 

S

と
し
て
も
と
め
ら
れ
る

9
1
の
推
定
直
ま
、

> 

> 

>

E
B
n
E
g
l
o
g
*
s
〈

%Jl
o
g
-
s
"̂
0
8
r

 
衮 2 ：：

公
. 

、J
8

)

で
あ
る
か
ら
、
下
方
バ
ィ
ア
ス
を
生
ず
る
こ
と
が
わ
か
る
.
た

だ

、

一.致
性
に 

関

し

て

は

何

ら

か

の

連

続

的

な

変

換

を

ほ

ど

こ

し

て

も

、
そ

れ

が

继

锍

さ

.て
る

か
ら
.、B
は
一
致
推
定
値
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
.

ら
：.

、
こ
の
S
の
.推
定
値
を
代
入 

.し
て
得
ら
れ
るlog a

は
.ー
般
_に
は
、
不
偏
で
も
一
般
推
定
値
で
も

あ
り
え
な 

い
。(3.3)

の
第
.三
方
程
式
の
.よ
ぅ
.な
手
法
に
よ
っ
た
..と
し
て
も
、

一
般
に
S 

の
平
均
が
-常
で
あ
る
こ
.と
が
仮
矩
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
バ
イ
ア
ス
を
持
ち
、
し 

た
が
っ
て
又
、l

o
g
a

が
不
偏
推
定
値
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

0
は

f

に 

つ
V
て
と
同
様
な
.理
出
で
バ
イ
ア
.ス
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
°

ク
ラ
イ
ン
の
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
也
産
函
数
の
場
合
そ
の
モ
デ
ル
は
、
周
知
の 

と
お
り
、
 

.

£
"
p
^
$
x
i
}
%
f 

(3.9)

ぬ…

運
搬
.さ
れ
た
貨
物
の
純
ト
ン
•
マ
イ
ル
、
ゼ…

純
人
.
マ
イ
ル
、

れ…

1
1 

用
の
人
•
時
間
、

C
.
:消
費
さ
れ
た
燃
料
の
ト
ン
.数
、
f

.利
用
さ
れ
た
列
車 

時
問
’
犯…

平
均
ー
時
間
当
り
給
与
、

f
.燃
料
一
ト
ン
当
り
の
平
均
費
用
、

.
 

r

•資
本
用
役
の
平
均
費
用
、
’と
な
■っ
て
い
る
。
パ
ラ
：.メ 

I
タ
I
の
企
茱
間
雙 

差
は
存
在
せ
づ

8
1

/ 

H
2
/
と
い
ぅ
一
•一
種
の
産
出
が
あ
る
が
、
.い
ず
れ
も
外
生 

的
に
所
与
と
な
っ
て
.い
る
か
ら
、
ミ
と
の
間
に
は
.相
興
が
存
在
し
な
い
。
'
 . 

:
こ
の
と
き
、
«
/が
外
生
だ
か
ら
.費
用
極
小
原
理
に
ょ
っ
^2)

.

g
c
s

\
/ 

log

-
1

log 
系

=
«
• 

I、

log y/<
2r
=
w
.

I-a

的 Frpf
wnr

(3,

1
0

)

で
も
と
め
ら
れ
るl

o
g
/
?
?

..l
o
g
?

の
推
宠
値
は
、/'
.
'
'
.
不
偏
で1...

致
な
推
定
量 

で
あ
る
が
"

♦
,,
^
は
バ
.ィ
ァ
ス
を
/4
'
す
る
0

:

.ン

.
:
'

同
時
方
程
式
体
系
に
よ
る
生
産
函
数
の
推
定

又

そ

の

^-
の
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
に

つ
い
て
は
、

log 
£ 

+ft
i
s
g 

Cf 

+ 卜log 

“

と
し
て
求
め
ら
れ
る
、<

办
に
対
し
て

ミ 

H

M

l

M
&*
oq
が
.

r+-^10g 

£

(3.11)

(3. 

s

の
最
小
自
乗
法
に
ょ
る
あ
て
は
め
を
行
た
つ
て
、も
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
 

?
 

£

が

SJ
/
と
独
立
で
あ
る
と
い
ぅ
仮
定
か
ら
、
少
く
と
も
パ
ラ
メ
ー
タ 

I 

• 

小
、
♦
は
一
致
推
定
値
と
な
り
ぅ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
生
産
函
数
の
各
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
企
業
間
較
差
が
存 

在
す
る
と
す
れ
ば
、
モ
デ
ル
は

■
 

(3.13)

の
ご
と
く
と
な
り
、I; 、

小

の

推

定

値

ば

か

り

，で
な
く
、

(3.12 )

式
は

V
 
緣

 

l
l f
f

+

^

丨̂

| ?
ネ
 

S

)

と
な
り
、
も
は
や
、
夫
々
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

は
、
不
偏
推
定
値
で
も
一
致
推
定 

値
で
も
あ
り
え
な
く
な
る
0

市
場
条
件
に
ょ
るa priori

な
制
約
が
ク
ラ
ィ
ン
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
み
ら 

れ
.る
ょ
ぅ
に
、.
非
常
に
重
大
な
推
定
上
の
利
点
を
も
た
ら
し
、
し
か
も
モ
•デ
ル 

の
選
択
に
与
免
る
影
響
の
大
な
る
こ
と
が
ぅ
か
が
わ
れ
る
。

.
.
.
.
.
.
.

 

-
■
-
-.■
'

.:• 

' 

- 

: 

:
: :
.■'
 

.

前
章
ま
で
の
，_
論
で
、
坐
産
函
数
.の
同
時
推
矩
に
附
随
す
る
種
々
の
問
題
を

一
〇
九

(

三
一
一
九)

.



扱
し
そ
の
困
難
を
指
摘
七
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
よ
.り
経
験
科
学
と
し

て

の
経
済
分
析
に
従
辦
す
る
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
，
•
推

定

法

を

論

ず

る

ま

え

1
3)

得
ら
れ
る
資
料
の
性
質
を
吟
味
す
る
と
い
う
配
慮
を
怠
.る
こ
と
は
で
き 

な
い
。
 

' 

-
,

.

前
述
の
よ
う
に
、1

般
I

料

は

I

sデ
.-

タ
、e

r
l

 i
i
o
n

 

テ
丨
タ
、
両
者
を
プ
丨
ル
し
た
デ
丨
タ
の
三
種
が
考
え
ら
れ
る
。

.

マ
ル
シ
ャ
ツ
ク=

ア
ン
ド
リ
ゥ
ス
、
お
よ
.び
ク
ラ
イ
ン
等
の
_
論
は
、
.横
断
’

而
資
料
に
^
し
て
な
..さ
れ
..た
。
.

cross section

デ
ー
タ
と
江
§ 

デ
ー
タ
を
プ
I
ル
し」

こ
も
の
こ
よ 

る
推
定
に
際
I
:て
デ
丨
タ
の
処
理
の
試
み
が
、
マ
ン
ド
ラ
ツ
ク
⑴
に
よ
ゲ
て
な

さ
れ
て
い
る
。
.彼
の
分
析
方
法
を
概
観
し
、
そ
の
実
践
的
限
界
^
;
f
て

み

る

こ
.と
.に
す
る
。

.

.

. 

：

•
：

.

.

.

マ
ン
ト
ラ
ツ
ク
の
場
合
共
分
散
分
析
法(covariance analysis )

に
よ
る 

資
料
整
備
を
行
な
う
‘。

•
. 

.

彼
の
モ
デ
ル
は
、( 一.10 )

式
に
か
わ
つ
て 

«
o
t
s
.

—

e»
«
lぐ
«
l
^
;
s'
w
o
/?5
o
/
J

•
 

(

£)

IQ
A
F
■ 

I f
f
I!
ド
CO

ĥitnflifuitf 

まtf 

と
な
る
.
.
.ここ
.で
‘
 

.

て

ず

は
時
系
列
的
変
化
に
と
も
な
ぅ
攪
乱
項
、
爸
は
企
業
間
変
化
に
と
も
な 

ぅ
潰
乱
項
、
衫
は
そ
の
他
の
攪
乱
項
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
又
、
こ
の
モ
デ
ル 

で
は
’
パ
ラ
メ
I
タ
ー
の
企
業
間
較
差
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
仮
定
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
産
出
お
よ
び
投
入
要
素
の
需
給
方
程
式
を
；

..yit-f I
'b
At
f
k
i
t
m
i
f
v
u
f 

へ/

。
ノ 

(

S

:
式
の
対
数
を
と
？
て
大
文
字
で
示
し
、
さ
ら
に
行
列
素

「

•l
-
rT
'B
丨 w

^

'ry
5
1

o

\̂
oi 

o 

1/3 j

/-x

ミ

、
x
s
f

Xus.
'
M
o
、
， 

.

M
2
/
、

た
だ
し 

t
l
6
g
a
,

>■
'
けl

o
g
(
^
l
^
)

 

.
 
.
t
s

K
s
i
o
g
f

, 

M
V
H
l
o
g
l
s
,

.U

ミ=
10 ?

、'

ミ

ii
的

ri kit.
h

ダt

(
4
;
3
)

式
を
単
純
化
の
た
め
に
、，
 

B
x
+
^
=
f

M

r-
T
if
t
u

-r
/

: 

F
s
.

c
v 

i

(
i
H

 l,2) 

(4.4)

n
>
r
/
J
l 

0

/F'.,.
 

0 

1
、̂

X
II

.

、
-
A
。 

n 

Ai 

\ 

A
2

f
f
A

く
^

,

、
旧

/

I

、
u
ミ

，

Kli. 

+ M
l
/

 

丁 

u
l
、/

.
V
K
2
i
\
:

 

ノ U

ミ
、

と
す
る
さ
ら
に
デ
丨
タ
を
平
均
.か
ら
の
偏
差
の
次
元
で
考
え
れ
文
、

I

 

(

S

と
な
る
。(4. 5)

式
か
ら
誘
導
型
を
も
と
め
れ
ば
、

•

M
n
B
-
v

 

1

と

な

り(
4
.
6
)

式
か
ら
明
ら
か
な
ょ
う
に
、X

は
、£

の
同
時
確
率
分
布
に 

依
存
し
、
し
か
も
体
系
は
識
別
不
能
と
な
'っ
て
い
る
。

■<
«
に
つ
て
考
え
る
と
、
こ
れ
は
、
か
、
w
、

?i
の
合
成
で
あ
り
、夫
々
の
定 

義
か
ら
時
問
が
固
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
時
間
的
変
化
効
果
み
は
定
数
.で
あ
り
、
.
 

企
業
が
固
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、m

が
固
定
的
と
な
る
。
デ
丨
タ
か
ら
、.
こ
れ
ら 

の
効
果
を
は
じ
め
に
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
P5
P2.
02.
に
霓
見 

項s

に
対
し
て
仮
定
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
性
を
失
う
こ
と
な
ぐ
、

.

M
K
a
=
M
M
i
/
=
o

 

(i=0,l,2)

を
仮
定
し
て
も
ょ
い
。

そ
の
と
き
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。，

1 

.

.

.

M
セ
迄
、

"
窆
.
"
«
‘
.
+

 

' 

十 ut.il.

1

彳
HI
- W
m
l
.
i
/ 
"

-f
f
" 

+ 

Mi., f
+
U
；. f 

.

し1.»X
1
I
TS M
^
く 
n 
巧
：

» 

+

?.
 

2
=
0
,
1
,
2
)

夫
々
時
間
に
関
す
る
平
均
値
、
企
業
に
関
す
る
平
均
値
、
.全
体
に
関
す
る
平 

均
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
姿
/=K

i
i
+
M
i
s
+
u

ミ
で
あ
る
か
ら(4.8)

を
も
ち
い
て
、

同
時
方
程
式
脅
系
に
ょ
る
生
産
函
数
の
推
宝

£
f
f 
I
f
^
f
.

=

s

n

.

f

?

、
+
?
. 

9
=
0
, 

l
,

fo) 

(4.9)

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

.こ

.矛
を 

6
3
=
£
ミ
|
£
&
. 
1

5 ?
.
、
+
?
•

^
3 

n 

I 
f
r 

I £
.  ̂
+ 

.

と

す

わ

ば

と

な

り

、

は
、
も
は
や
、

r
;
f 
.の
効
果
は
含 

ん
で
い
な
い
。
こ
の
操
作
は
、
窆
/
公
.
=
0
,
1
,
2

)

に
つ
い
て
も
、
同
様
に 

■
.
.
«
f
l
=
H
&
s
l
?

—

H
i
.さ
：

.
.

 

(4.10) 

と
し
て
、新
し
い
デ
ー
タ 

' ト
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
処
I!
は
、
 

原
資
料
.を
使
用
し
た
場
合
よ
り
も
、
i

と

5?
s(

ca
.
HH-
»
to)

と
の
間
の
相
関
関 

係
を
少
な
く
し
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
よ
く
、
w
f
/
l

)

=
o
を
仮
定
す 

る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
傲
定
は
，̂

ニ
章
の
議
論
に
お
い
て
、
3
1お
よ
び

。̂2
を
常
と
仮
定
す 

る
こ
と
で
あ
り
、
成
に
関
す
るa priori

な
情
報
が
あ
れ
ば
.、

マ
ル
シ
ャ
ッ
ク

= 

ア
ン
ド
リ
ゥ
ス
の
手
法
に
よ
つ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
解
を
求
め
る
こ
と
を
可
能
に 

す
る
と
い
え
る
。
.た
だ
、
こ
.の
方
法
に
お
い
て
も
な
お
.、
完
全
競
争
等
の
仮
定
，
 

が

な

け
れ
は
依
然
と
し
て
体
系
は
識
別
不
能
で
あ
ヶ
、
完
全
な
解
‘決
と
は
云
え 

な
い
。
 

.

，
そ
の
上
、
共
分
散
分
析
法
に
よ
'^
デ
ー
タ
の
処
理
は
、
真
の
意
味
で
、time 

effect

や

&
日effect 

.
と

呼

ば

れ

る

攪

乱

項

の

部

分

を

.
除

去

し

た

こ

と

に

な 

る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
統
計
学
的
な
き
め
手
が
な
い
と
い
ぅ
批
判
は
免
が
れ 

ら
れ
な
い
。

' 

M

 

1
.( 三

1|11)

(4. 7)

〈4. S)



五 

.

.利
潤
極
大
図
式
に
お
け
る
生
産
函
数
モ
デ
ル
の
展
開
は
前
章
ま
で
の
議
論
で 

示
.す
と
お
り
、

市
場
条
件
の
.制
約
な
し
に
は
、
.
ユ-1

丨
ク
な
解
を
も
と
め
る
こ 

と
は
困
難
で
あ
る
。

コ
ブ
"
ダ
グ

ラ
ス
型
の
生
産
函
数
に
よ
る
同
時
推
定
方
式
の
議
論
は
容
易
に 

他
の
久
ィ
プ
の
函
数
に
も

拡
張
す
る
こ
.と
が
可
能
で
あ
ろ
ぅ
。

利
潤
極
大
モ
デ
ル
で
は
、
産
出
及
び
生
産
要
素
需
要
が
内
生
変
数
と
な
り
、
 

市
場
に
お
け
る
需
給
函
数
の
挿
入
に
よ
っ
て
、
市
場
価
格
も
又
内
生
化
さ
て 

る
。経

験
科
学
と
し
て
の
経
済
分
析
で
は
環
境
の
先
見
的
認
識
が
極
め
て
重
要
な 

意
味
を
も
つ
こ
と
が
叨
ら
か
と
な
る
。

例
え
ば
、
収
獲
通
増
の
局
而
に
あ
る
経
済
に
あ
っ
て
は
、
利
潤
極
大
よ
り
も 

む
し
^

^
極
小
.の
体
系
の
方
が

よ
り

オ
ベ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
と
考
え
ら
れ
る

% 

.々
の
•要
素
が
存
在
す
る
。
.
 

.

理
論
は
事
実
の
確
実
な
把
握
に
菡
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
'
 
モ
デ
ル
の
定 

式
化
は
仮
説
で
あ
り
、-統
計
的
手
法
；

b

仮
説
の
検
定
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
。- 

資
料
が
分
析
者
に
と
.っ
て
き
わ
め
て
貧
困
な
状
態
に
あ
っ
て
は
、
天
文
学
者 

が
望
遠
鏡
の
整
備
に
力
を
入
れ
る
が
ご
と
く
、
資
料
の
吟
味
を
行
な
い
我
々
ま 

得

ら
れ
た
資
料
か
ら
で
き
る
か
ぎ
り
-普

遍

的

な

法

則

性

を

見
出
す

ベ
く
努
力
し 

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

生
産
函
数
、
そ
.の
他
の
分
野
に
お
い
て
、

同
時
方
'程

式

你

系

の

ア
ブ
ロ
.丨
チ 

は
、
経
済
現
象
の
由
律
的
把
握
を
目
的
と
す
る
も
の
で
ぁ
り
、
も
ち
ろ
し
そ
の

1  

一
ニ 

(

三
三
ニ)

段
階
に
至
る
ま
で
の
理
論
の
.内

部

的

整

合

性

が

保
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

こ

と

 

は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
.を閉
じ
る
に
あ
た
.っ
て
、
生
産
函
数
の
同
時
推
定
方
式
の 

研
究
の
よ
り一

般
的
な
探
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、特
に
ク
ラ
で
ン
の
サ
法 

に
お
け
る
よ
ぅ
な
へ
費
，用
極
小
図
式
に
よ
る
モ
デ
ル
展
開
の
検
討
が
必
要
セ
b
る
 

こ
と
を
主
張
し
た
い
。
 

.

‘
又
、
理
論
仮
説
をoyeridenti

thable 

(

過
剰
決
定
的)

な
も
の
に
組
ん
で
お 

く
こ
と
が
ー
つ
の
解
決
を
も
た
ち
す
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
点
は
.さ
ら
‘に
.研
究
をす
す
め
た
い
。
.

(

1
、

)

も

し

腼

格

が

外

生

変

数

と

し

て

扱

え

た

と

し

て

も

. '
価

格

に

変

化

が

少

な

(

2)

ク

ラ

ィ

ン

の推
定
に
お
い
て
は
、
産
出
片
く
は
外
生
と
し
て
极
わ
れ
る
ぃ 

.
ら
、
費
用
方
程
式

.c
/
H
W
T
V
+
q

ぐ
十 rd/

の
X
く

水
準
で
の
極
小
条
件
を
導
け
ば
よ
い
。

ま
た
ク
ラ
ィ

N
Q

仮
定
に
よ
れ
ば
、
.
パ
.ラ
メ 

I

t
 

Q

企
業
S

差
.は
存
在
し 

な

が

こ
の
手
法
で
は
較
差
が
存
在
す
る
こ
と
を
暗
に
前
提
に
し
て
い
る
。

(

3)

..資
料
管
理(data 

control)

と
-¥
ぶ
。

2

推
定
に
関
す
る
か
f

、
蓄
極
小
体
系
の
方
が
利
S

大
体
系
よ
り
も 

種
々

の
点
.で
有
利
と
考
え
ら
れ
る
。
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